
宮
司　

田　

村　

泰　

教

　

全
国
ニ
ュ
ー
ス
を
賑
わ
せ
た
秋
田
に
お
け
る

ス
ー
パ
ー
で
の
ク
マ
の
立
て
籠
り
。
捕
獲
さ
れ
た

後
も
別
の
個
体
の
目
撃
情
報
が
相
次
ぎ
、
本
来
、

山
で
冬
眠
す
る
は
ず
の
ク
マ
が
師
走
の
街
を
闊か
っ

歩ぽ

す
る
と
い
う
、
何
と
も
信
じ
難
い
出
来
事
が
現
実

に
起
き
て
い
る
。
▽
異
変
は
陸
だ
け
で
は
な
い
。

北
海
道
で
は
、
イ
カ
や
サ
ケ
に
か
わ
っ
て
ブ
リ
の

豊
漁
が
話
題
と
な
り
、
宮
城
沖
で
は
イ
セ
エ
ビ
や

ノ
ド
グ
ロ
が
増
え
る
な
ど
、
海
水
温
の
上
昇
に
よ

り
、海
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
▽
「
前

代
未
聞
の
」「
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
よ
う
な
」「
記
録
的
な
」
・
・
。
こ
の
類
の
形

容
詞
が
、
決
し
て
良
い
方
向
で
は
な
い
使
わ
れ
方

で
頻
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
頃
か
ら

だ
ろ
う
か
。
▽
い
ず
れ
に
し
ろ
、
現
代
は
様
々
な

意
味
で
人
類
に
と
っ
て
未
曽
有
の
時
代
。
未
経
験

の
、驚
く
よ
う
な
自
然
現
象
が
、こ
れ
か
ら
も
次
々

と
起
こ
る
だ
ろ
う
。
▽
せ
め
て
幾
ら
か
で
も
、
豊

か
な
自
然
環
境
を
引
継
ぎ
、
次
の
世
代
が
、
永
く

普
通
の
暮
ら
し
を
安
心
し
て
営
ん
で
い
け
る
よ
う

に
。
我
々
現
役
世
代
の
責
任
は
重
い
。

令
和
七
年
が
、
大
き
な
災
害
や
事
故
の
な
い
穏

や
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
と　

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

令和６年三吉梵天祭

梵
天
祭
案
内
号
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言
挙
げ
�

雅
楽
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉

権
禰
宜
　
本
　
庄
　
泰
　
孝

　

雅
楽
は

千
二
百
年

以
上
の
長

い
歴
史
を

持
ち
、
非

常
に
優
美
な
音
楽
と
し
て
現
在
で

も
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
代
の

中
国
大
陸
か
ら
唐
楽
・
天
竺
楽

（
イ
ン
ド
）
・
林
邑
楽
（
ベ
ト
ナ

ム
）、
朝
鮮
半
島
か
ら
高
麗
楽
・

渤
海
楽
な
ど
が
日
本
に
伝
わ
り
、

日
本
古
来
の
歌
舞
と
共
に
大
宝
律

令
が
制
定
さ
れ
た
西
暦
七
〇
一
年

頃
か
ら
、
宮
廷
の
音
楽
と
し
て
整

理
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。

　

日
本
人
の
心
に
あ
う
よ
う
に
整

理
さ
れ
た
雅
楽
は
現
在
で
も
宮
中

行
事
の
際
や
神
社
の
祭
典
音
楽
と

し
て
演
奏
さ
れ
る
ほ
か
、「
世
界

最
古
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
も
称

さ
れ
、
海
外
公
演
を
行
う
こ
と
も

あ
る
、
日
本
の
誇
る
べ
き
芸
能
の

一
つ
で
す
。

　

と
は
言
え
、
雅
楽
に
触
れ
る
こ

と
は
な
か
な
か
無
い
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
が
普

段
使
っ
て
い
る
言
葉
の
中
に
も
雅

楽
に
由
来
す
る
も
の
が
数
多
く
あ

り
ま
す
の
で
、
今
回
い
く
つ
か
紹

介
を
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

〇
「
打
ち
合
わ
せ
」・「
打
ち
止
め
」

　

物
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う

事
前
に
相
談
や
確
認
を
す
る
と
き

に
「
打
ち
合
わ
せ
」
を
し
ま
す
が
、

こ
の
言
葉
は
雅
楽
の
合
奏
を
す
る

と
き
に
、
打
楽
器
で
テ
ン
ポ
を
確

認
し
な
が
ら
他
の
楽
器
と
合
わ
せ

る
こ
と
を
「
打
ち
合
わ
せ
る
」
と

言
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た

言
葉
で
す
。

　
「
打
ち
止
め
」
は
演
奏
を
途
中

で
終
え
る
と
き
に
打
楽
器
が
合
図

を
出
す
こ
と
か
ら
「
打
ち
止
め
」

と
言
い
、
物
事
を
終
わ
り
に
す
る

こ
と
を
「
打
ち
止
め
に
す
る
」
と

言
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

〇
「
千
秋
楽
」・「
太
平
楽
」

　

雅
楽
の
曲
目
「
千
秋
楽
」
は
仏

教
の
法
要
の
最
後
に
演
奏
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
相
撲
や
興
行
の
最
終

日
を
「
千
秋
楽
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

同
じ
く
曲
目
「
太
平
楽
」
は
勇

ま
し
く
も
優
美
な
舞
を
伴
う
曲

で
、
雅
楽
の
中
で
も
特
に
ゆ
っ
た

り
と
し
て
悠
長
な
曲
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
勝
手
気
ま
ま
に
悠
長
に
し

て
い
る
人
を
「
太
平
楽
な
人
だ
」

と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。

〇
コ
ツ
を
つ
か
む

　

雅
楽
の
楽
器
「
笙
」
に
は

「
乞コ

ツ

」
と
い
う
音
が
あ
り
、
乞
の

音
を
出
す
た
め
の
穴
を
指
で
押
さ

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
穴

は
左
手
薬
指
を
伸
ば
し
て
押
さ
え

る
た
め
非
常
に
難
し
く
、

慣
れ
る
に
は
時
間
が
か

か
る
た
め
、
要
領
を
得

る
・
要
点
を
つ
か
む
こ

と
を
「
コ
ツ
を
つ
か
む
」

と
い
う
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

〇
や
た
ら
と

　

雅
楽
の
拍
子
に
は
二

拍
子
と
三
拍
子
が
混

ざ
っ
た
「
夜や

多た

羅ら

拍
子
」
と
い
う

特
殊
な
拍
子
が
あ
り
ま
す
。
演
奏

者
が
慣
れ
な
い
う
ち
は
拍
子
が
安

定
し
な
い
こ
と
か
ら
、
秩
序
や
節

度
が
な
い
こ
と
を
「
や
た
ら
」
と

い
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
他
に
も
「
ろ
れ
つ
が

回
ら
な
い
」「
ト
チ
る
」「
二
の
句

が
つ
げ
な
い
」「
オ
ツ
」「
二
の
舞
」

な
ど
、
多
く
の
言
葉
が
雅
楽
由
来

の
も
の
で
す
。
長
い
歴
史
の
中
で

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
雅

楽
だ
か
ら
こ
そ
、
多
く
の
日
本
語

の
語
源
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

私
た
ち
神
職
は
神
様
に
お
喜
び

い
た
だ
く
た
め
、
祭
典
楽
と
し
て

雅
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ

ひ
、耳
を
傾
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。鞨鼓・太鼓・鉦鼓

令和６年12月17日 み　よ　し 185号 （2）



みよしスケッチ
秋
季
例
大
祭
（
十
月
十
六
日
・
十
七
日
）

　

愛
着
の
あ
る
人
形
に
感
謝
を

捧
る
神
事
を
行
い
ま
し
た
。

人
形
感
謝
祭
（
十
月
一
日
）

七
五
三
詣

第
十
九
回
三
吉
節
全
国
大
会
（
九
月
十
七
日
）

印
章
供
養
祭
（
十
月
一
日
）

　

古
く
な
っ
た
印
鑑
や
表
札
を
供

養
い
た
し
ま
し
た
。

（3） 185号 み　よ　し 令和６年12月17日



　

令
和
七
年
三
吉
梵
天
祭
の
打

合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

村
梵
天
奉
納
打
合
せ
（
十
月
二
十
日
）

協
力
会
境
内
整
備
作
業（
十
一
月
十
六
日
）

神
符
守
札
遷
霊
清
祓
式（
十
一
月
十
七
日
）

神
社
協
力
会
打
合
せ（
十
一
月
十
六
日
）

神
宮
大
麻
頒
布
始
奉
告
祭

春
祈
祷
打
合
せ

（
十
一
月
十
四
日
）

自
衛
警
備
隊
総
会
（
十
一
月
一
日
）

三
吉
梵
天
祭
打
合
せ
会（
十
一
月
七
日
）

秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部

附
属
中
学
校
職
場
体
験
（
十
一
月
四
・
五
日
）

令和６年12月17日 み　よ　し 185号 （4）



　
責
任
役
員

�

深
谷
　
裕
一
　
様

�（
令
和
六
年
九
月
二
十
六
日
帰
幽
　
享
年
九
十
二
歳
歳
）

　
当
社
の
講
社
会
長
等
を
歴
任

さ
れ
、
自
治
体
職
員
の
経
験
を

活
か
し
、
責
任
役
員
と
し
て
積

極
的
に
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　
責
任
役
員

�

志
田
　
豊
忠
　
様

�（
令
和
六
年
十
月
九
日
帰
幽
　
享
年
八
十
二
歳
）

　
累
代
の
崇
敬
者
と
し
て
信
仰

の
念
篤
く
、
毎
月
十
七
日
の
参

拝
を
欠
か
さ
ず
、
ご
先
代
に
続

い
て
責
任
役
員
を
お
務
め
頂
き

ま
し
た
。（
料
亭
志
田
屋
経
営
）

追
　
悼

　当社では昨冬より通常の体制で年末年始の諸行事を行っておりますが、インフルエ
ンザも流行期を迎え、また新型コロナウイルス感染症も終息には至っておりませんの
で、特に障害や持病をお持ちの方やご高齢の皆さま、また妊産婦の方々には、十分に
ご注意の上、お参り頂きますようご案内申し上げます。
●感染対策などについて
　・神社内各所に、引続き空間除菌機と加湿器を設置しております。
　・ご希望の方用に、手指消毒用のアルコールを準備しております。
　・厳冬期、手水舎を閉鎖いたします。
　・祈祷の際は、係の誘導に従い適度な距離を空けてお座り頂きます。
　　また、祈祷の際は、玉串拝礼後に順次ご退出頂く場合がございます。
●お守り・お札の授与について
　・新年のお札・お守り・縁起物は、既に授与を開始しております。
　・12月21日～ 1月13日の間は、神社正面向かって右側の臨時授与所を開設いたします
　・�その他、神社正面階段下（元旦～ 3日）と東側武道場（元旦～ 5日）にも授与所を
設けますので、空いている所をご利用下さい。

　・�人件費と材料費の値上がりに伴う奉製費（製作費）の高騰を受け、一部授与品の
授与料が改定となっております。また令和7年4月より各種守札類の授与料も改定
となる予定でございます。

　　何卒、特段のご理解のほど、切にお願い申し上げます。
●各種ご祈祷について
　・�個人やご家族で祈祷を受けられる方は、仕事始めの期間（特に1月6日・7日）は極
力お避け下さいませ。

　・諸事情によりご参拝が叶わない方は、各種通信祈祷をご利用頂くことも可能です。
　・団体毎にご着席頂きます。
　・�企業や団体の皆さまのご祈願祭は、仕事始めの（1月6日～ 8日）の期間は、各団体
５名様までの参列とさせて頂きます。その他の日で人数が多い場合は、各時間帯の
〇〇時30分開始でお申込み下さい。（その他の日のご参拝については、お問合せ下さい）

≪ホームページからの祈祷・授与品のお申込み≫
　諸事情によりご参拝が叶わない皆さまの篤いご崇敬の念に応えるため、下記の通り
HPからの各種お申込も承っておりますので、お気軽にご利用
下さいませ。
※�詳しくは神社ホームページ (http//:miyoshi.or.jp)もしくは� �
右記ＱＲコードからご覧下さい。

年末年始のお参りについて

◀HPからの
　お申込み

（5） 185号 み　よ　し 令和６年12月17日



厄年・年祝いのご案内
厄年のお祓いや還暦・古稀などの年祝いを迎えられた方々の無病息災・除災招福のご祈願祭を随時
行っております。（団体様やホテル等での出張祈願をご希望の方はお気軽にお問合せ下さい。）

令和7年　乙巳（きのとみ）　厄年・年祝い一覧
干支 男性 女性 年齢（かぞえ）

昭和　２年生 卯（うさぎ） 　　白　寿（はくじゅ） ９９歳
昭和１１年生 子（ねずみ） 　　卒　寿（そつじゅ） ９０歳
昭和１３年生 寅（とら） 　　米　寿（べいじゅ） ８８歳
昭和２１年生 戌（いぬ） 　　傘　寿（さんじゅ） ８０歳
昭和２４年生 丑（うし） 　　喜　寿（き じ ゅ） ７７歳
昭和３１年生 申（さる） 　　古　稀（こ き） ７０歳
昭和３９年生 辰（たつ） 後　　厄 ６２歳
昭和４０年生 巳（へび） 　還　暦（かんれき　大厄） ６１歳
昭和４１年生 午（うま） 前　　厄 ６０歳
昭和５８年生 亥（いのしし） 後　厄 ４３歳
昭和５９年生 子（ねずみ） 大　厄 厄 ４２歳
昭和６０年生 丑（うし） 前　厄 ４１歳
昭和６３年生 辰（たつ） 後　厄 ３８歳

昭和64年・平成元年生 巳（へび） 厄 大　厄 ３７歳
平成　２年生 午（うま） 前　厄 ３６歳
平成　４年生 申（さる） 後　厄 ３４歳
平成　５年生 酉（とり） 厄 大　厄 ３３歳
平成　６年生 戌（いぬ） 前　厄 ３２歳
平成１２年生 辰（たつ） 後　厄 ２６歳
平成１３年生 巳（へび） 大　厄 厄 ２５歳
平成１４年生 午（うま） 前　厄 ２４歳
平成１８年生 戌（いぬ） 後　厄 ２０歳

平成19年生（成人） 亥（いのしし） 厄 大　厄 １９歳
平成２０年生 子（ねずみ） 前　厄 １８歳
平成２５年生 巳（へび） 十三参り １３歳

お正月の松飾りや縁起物、或いは古い神札・お守りなどをお焚き上げいたします。当
日ご都合のつかない方は、事前に古神札納所にお納め下さい。

〜書籍やぬいぐるみ・置物・写真など神社にご縁のない物や不燃物はお預かりできません。
　○人形類は10月1日の人形感謝祭にお持ち下さい。
　○環境への配慮からビニール袋等は外してお納め下さい。

午前10時〜午後3時

どんと祭 1月26日（日）

※
年
齢
は
数
え
年
で
す
の
で
、
誕
生
日
に
か
か
わ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
年
を
迎
え
る
と
一
つ
年
を
と
り
ま
す
。
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１月１日（水）

１月19日（日）

５月７日（水）

５月８日（木）

６月30日（月）

１月26日（日）

２月2日（日）

２月11日（火）

午前零時

神事
午前6時

午後６時

午後３時

午前10時

午前10時

午前９時

奉納
午前10時半〜正午

午前11時

� 歳　旦　祭

梵　天　祭

春季例大祭宵宮祭

夏越の大祓

春季例大祭当日祭

ど　ん　と　祭

節　分　祭

紀　元　祭

新年の始まりに国家の安泰と皆様のご安寧をお祈
りいたします

１年の無病息災と安泰を祈り、梵天を奉納する秋
田の冬の伝統行事（8頁参照）

五穀豊穣を始め家内安全、各種産業の発展を祈る
春の例大祭

一年の上半期締めくくりの日に、身に積もった罪
けがれを祓い清めます

古くなったお札やお守、お正月の縁起物などをお
焚上げいたします（６頁参照）

季節の変り目にあたり、身体健やかに、心穏やかに、
過ごせますよう福豆をまき供えて除災招福を祈ります

神武天皇建国の偉業を偲び、国の弥栄と世界の平
和を祈念いたします

令和7年　上半期主な祭典・行事予定

師
走
の
大
祓
式

　

こ
の
一
年
の
間
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
自
分
の
身
に

積
も
っ
た
罪
け
が
れ
を
祓
い
清
め
、
心
清
々
し
く
令
和
五

年
を
迎
え
、
穏
や
か
な
一
年
に
な
る
こ
と
を
を
祈
り
ま
す
。

　

ご
多
用
と
は
存
じ
ま
す
が
、是
非
ご
参
列
下
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、　
日
時
　
十
二
月
三
十
一
日
︵
火
︶　
午
後
二
時

一
、　
於
　
　
神
社
拝
殿

○
ご
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

形
代
で
ご
自
身
の
身
を
祓

い
清
め
、
随
時
ご
持
参
又

は
ご
郵
送
下
さ
れ
ば
三�

十
一
日
当
日
神
事
ご
奉
仕

の
上
、
御
神
符
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

○
当
日
ご
参
列
の
方
は
、
参

列
で
き
な
い
ご
家
族
の
方

の
形
代
を
ご
持
参
下
さ
い
。

※
形
代
（
か
た
し
ろ
）
は
神
社
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
必
要

な
数
を
ご
連
絡
下
さ
い
。
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ぼ
ん
で
ん

三
吉

.
 

梵
天
奉
納
団
体
の
ご
紹
介 ,

盛岡

弘前

青森

秋田新幹線

山
形
新
幹
線

横手

山形

新庄

大曲秋田

仙台

福島

能代
大館

東
北
新
幹
線

新青森

八戸

秋田県秋田市広面字赤沼3-2  1018-834-3443  http://www.miyoshi.or.jp太平山頂上鎮座

 ◉奉納時間：午前10時30分～正午
　※小さなお子さま全員にお守りを差し上げます

１月19日
令和７年

手形陸橋

千秋トンネル

秋田
大学

●西武

●いとく

●アトリオン
千秋
公園

JR秋田駅

至秋田中央I.C

◉秋田駅より…車で　  8分
  　　　　　 …バスで12分

● 

太平山
三吉神社
総本宮

A C C E S S

ほ

　ら

　が
い

厳
寒
の
一
月
、

雪
国
の
静
寂
を
打
ち
破
っ
て

藤
田
嗣
治『
秋
田
の
行
事
』に
も

描
か
れ
た
秋
田
の
冬
の
風
物
詩

「
ぼ
ん
で
ん
」が
行
わ
れ
る
。

力
の
神
・
勝
負
の
神
を
祀
る

太
平
山
三
吉
神
社
の

例
祭
に
奉
納
さ
れ
る
梵
天
は

六
十
本
余
り
。

意
匠
を
こ
ら
し
た
梵
天
は
、

数
十
人
の
男
た
ち
を
従
え
、

雪
の
町
を
練
っ
た
後
、

神
社
に
集
結
す
る
。

「
人
に
押
し
負
け
大
き
ら
い
」と

三
吉
節
も
高
ら
か
に
、

法
螺
貝
と「
ジ
ョ
ヤ
サ
」の
掛
け
声
が

勇
ま
し
く
轟
く
な
か
、

万
を
越
す
観
衆
の
前
へ
。

十
余
り
の
梵
天
が
踊
り
乱
れ
、

男
た
ち
は
波
と
な
っ
て
激
し
く
も
み
合
う
。

一
年
の
幸
を
願
う
熱
い
祭
は
、

今
年
も
一
足
早
い
春
を
呼
ぶ
。

大
き
ら
い

人
に
押
し
負
け

秋
田
市
赤
沼

日

　
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
で
は
秋
田
駅
の
商
売
繁
盛
、
安
全
祈
願
の
た

め
、
毎
年
梵
天
を
奉
納
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
全
社
的
に
組
織

再
編
を
行
っ
て
お
り
Ｊ
Ｒ

秋
田
駅
も
２
０
２
４
年

３
月
で
組
織
が
変
わ
り

ま
し
た
。
秋
田
駅
の
駅

員
は
秋
田
統
括
セ
ン

タ
ー
所
属
の
駅
員
と

し
て
秋
田
駅
で
み
な

さ
ま
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
秋

田
駅
梵
天
は
「
Ｊ
Ｒ
秋

田
統
括
セ
ン
タ
ー
梵
天
」
と

名
前
を
変
え
、
駅
員
と
列
車

運
転
士
、
車
掌
と
共
に
、
商
売

繁
盛
、
列
車
の
安
定
運
行
、
安
全

を
祈
願
し
て
奉
納
い
た
し
ま
す
。

⑨
【
Ｊ
Ｒ
秋
田
統
括
セ
ン
タ
ー
梵
天
】

　
梵
天
奉
納
は
各
町
内
で
奉
納
し
て
い
ま
し
た
が
、
年
々
若

者
と
参
加
者
が
減
少
し
地
域
の
梵
天
奉
納
す
る
町
内
が
無

く
な
り
、
平
成
25
年
に
梵
天
奉
納
経
験
者
等
か
ら
地
域
の
伝

統
継
承
と
絆
を
守
る
た
め
、
梵
天
復
活
の
気
運
が
高
ま
り
、

下
北
手
各
町
内
の
支
援
を
受
け
て

「
地
域
の
安
全
と
五
穀
豊
穣
」

を
願
い
復
活
し
、
正
月
に
は
御

礼
に
各
町
内
・
施
設
等
に
お

披
露
目
し
て
い
ま
す
。

　
奉
納
当
日
は
、
皆
「
下

北
手
」
の
名
入
り
半
纏

を
着
て
谷
内
佐
渡
に

集
合
し
、
他
地
区
の

村
梵
天
仲
間
と
梵
天
札

を
ぶ
っ
つ
け
合
い
、
三
吉

節
を
歌
い
気
勢
あ
げ
一
体
に

な
り
三
吉
神
社
に
梵
天
を
奉

納
し
て
い
ま
す
。

⑩
【
下
北
手
梵
天
会
】
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